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◆としょかん…2Ｐ
・発見・体験！図書館ってこんなところ

◆牛久市民号で行く晩秋のふくしま…3Ｐ
・11月27日～28日　磐梯熱海温泉

◆新・牛久ごみニュース…4Ｐ
・牛久市のリサイクルルール（古紙編）

◆行政手続きのオンライン化状況…5Ｐ
・電子申請・届出サービスについて

◆特別障害者手当、障害児福祉手当…6Ｐ
・支給要件を満たす方は申請してください

◆牛久市民文化祭参加者募集…7Ｐ
・作品展示、ステージ発表など

◆飼い主のルールとマナー…8Ｐ
・犬の登録と狂犬病予防注射を受けましょう

◆話題・街にひろう…9Ｐ
・小学生のための水泳教室

・男女共同参画提言書が市長に提出されました

◆歴史・読み物 昔の牛久…12Ｐ
・「住井すゑとその文学の里（十八）」

◆消費生活センターだより…13Ｐ
・「無料、プレゼント」商法に注意

◆旬・菜・人…13Ｐ
・色とりどりの夏野菜

◆市民特派員レポート…14Ｐ
・「鎮守の森 探訪のすすめ」

◆体育協会だより、文化協会だより…15Ｐ
・加盟団体紹介…牛久マレットゴルフ友の会

　　　　　　　　大正琴あざみの会

◆暮らしの情報…16Ｐ
・児童扶養手当・児童育成手当の現況届の提出を

・投票立会人、選挙事務臨時職員募集

・中村紘子トーク＆コンサート

・牛久市文化芸術振興基金の愛称を募集

・みんなで放置自転車をなくそう！

・牛久自然観察の森8月のイベント案内

◆今月のたいへんよくできました…24Ｐ
・向原保育園のお友だち

主な内容

おいしいね！河童スイカ
　6月25日、市内の小中学校の給食に牛久名産の

「河童スイカ」がお目見えしました。ここ奥野小学

校では、今回の給食で10玉（約260切れ）を使用。

　3年生のクラスには、河童スイカ生産部会の本

橋勝男会長と山岡正男副会長が訪れ、子どもたち

と机を並べて一緒に給食を食べました。子どもた

ちは、赤いところがなくなるまでおいしそうに食

べていました。

　また、スイカに関する質問コーナーでは、「スイ

カのしま模様は何でできるの？」などの素朴な質

問に、山岡さんたちは丁寧に答えていました。

　牛久市では、地産地消を目的に学校給食「牛久

の日」を実施しています。

市 民 憲 章
　1. 水と緑を愛し 美しいまちをつくりましょう
　1. 未来をのぞみ 明るいまちをつくりましょう
　1. 心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう
　1. 日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう
　1. 笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう
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発
見
・
体
験
！
図
書
館
っ

て
こ
ん
な
と
こ
ろ

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、
６
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
、
市
内
小
学
校
児
童
の
図

書
館
見
学
や
、
中
学
校
生
徒
の
職
場
体

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
見
学
で
は
、
案
内
役
の
館
員

の
説
明
に
感
心
し
た
り
、
普
段
は
入
る

こ
と
の
で
き
な
い
書
庫
に
降
り
て
驚
き

の
声
を
あ
げ
た
り
、
児

童
た
ち
は
興
味
津
々
。

そ
し
て
見
学
後
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
図
書

館
で
人
気
の
本
は
？
」

「
仕
事
を
し
て
い
て
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
は
？
」
と
次
々
に
質

問
が
飛
び
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
場
体
験
に
来
た
生
徒
た
ち

は
、
利
用
者
と
接
す
る
仕
事
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
様

子
で
し
た
が
、
ハ
キ
ハ
キ
と
し
た
対
応

で
丁
寧
に
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
や
書
架
整

理
、
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
体
験
な
ど
を
通
し

て
、
働
く
こ
と
の
意
義
を
学
ん
だ
り
、

仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

館
内
で
職
場
体
験

中
の
生
徒
を
見
掛
け

ま
し
た
ら
、
温
か
い

目
で
見
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

駐
車
場
に
つ
い
て

　

８
月
５
日（
日
）
は
図
書
館
行
事

の
た
め
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
市
中
央
図
書
館
横
の
駐
車

場
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
共
同

の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

市
中
央
図
書
館
空
調
配
管
設

備
工
事
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今月の行事予定　＜場所：市中央図書館＞
◆映画上映会◆　8月19日（日）午後2時

『ごんぎつね』ほか（人形劇・約1時間30分）

◆牛久おもちゃ病院◆8月19日（日）午前10時～正午

◆こわいおはなし会スペシャル◆

8月24日（金）午後6時30分～7時30分

＊夏休み期間中は、通常のおはなし会はすべてお休

みします。

としょかん
■市中央図書館　☎871-1400 午前9時～午後9時

■エスカード分館☎874-3132 午前10時～午後7時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時

一般新刊書
□合理的とはどういうことか
□「甘え」の構造
□サムライはどう評価されたのか
□この時代に生きること、働くこと
□ワーキングプア
□異常気象は家庭から始まる
□うちエコ入門
□コーヒーの真実
□ふるさとの仏像をみる
□旅のおもいで雑貨教室
□寄席の人たち
□神の苦悩
□暗号の科学
□Ｄ列車でいこう
□ビザール・ラヴ・トライアングル
□挑発者
□疑惑
□ロック母
□壊れた光、雲の影
□かってまま
□たき火をかこんだがらがらどん
□江戸は心意気
□アパルーサの決闘

岡 部 勉 著
土 居 健 郎 著
川 村 彰 男 著
中 村 佑〔 著 〕
NHK スペシャル「ワーキングプア」取材班編
デ イ ヴ・ レ イ 著
ペオ・エクベリ監修
アントニー・ワイルド著
内 田 和 浩 著
すげさわかよ絵文撮影
秋 山 真 志 著
鈴 木 国 弘 著
熊 谷 直 樹 著
阿 川 大 樹 著
浅 倉 卓 弥 著
東 直 己〔 著 〕
折 原 一 著
角 田 光 代 著
片 山 恭 一 著
諸 田 玲 子 著
椎 名 誠 文
山 本 一 力 著
ロバート・B・パーカー著

児童新刊書
□おさるのおいかけっこ
□しずかなしずかなみずうみ
□だあれ？だれなの
□だめだめすいか
□なつのおうさま
□ねこはともだち
□やっぱりたまごねえちゃん
□さかなのなみだ
□子どもと楽しむ行事とあそびのえほん
□虫のこどもたち
□カブトエビは不死身の生きもの！
□小川洋子
□いじめられっ子ノラ
□怪盗クイーンと魔窟王の対決

い と う ひ ろ し 作 絵
やまだうたこさくえ
今 森 光 彦 写 真 文
白 土 あ つ こ 作 絵
薫 く み こ 作
い も と よ う こ 作 絵
あきやまただし作絵
さ か な ク ン 著
す と う あ さ え 文
新 開 孝 写 真 文
谷 本 雄 治 著
小 川 洋 子 著
宗 田 理 著
は や み ね か お る 作

ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

8月の
カレンダー

＝全館休館日

＝エスカード分館のみ休館日

＝生涯学習センター図書室のみ休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

こわいお
はなし会

※このほかの新刊書は、館内で配布している新刊書リス

トをご覧ください。
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第25回牛久市民号で行く
晩秋のふくしま
30種類のお風呂を楽しもう！

磐梯熱海温泉
■実施日（平成19年）
11月27日（火）～28日（水）1泊2日
■定員／200人
※参加資格：市内に在住・在勤の方

※申込締め切り日：10月12日（金）

■参加費／19,800円
※申込時にお支払いください。

※１泊２食・昼食（両日）および交通費を含みます。

●お楽しみ抽選会があります。

●お部屋は、ご夫婦であっても男女別相部屋となります。（１部屋５人～６人が中心）

■日程（日程は、諸事情により変更になる場合もあります）

主催：牛久市

後援：牛久市区長会

◆申し込み・問い合わせ

・市市民活動課☎873-2111内線1632

・各行政区長

◆取り扱い旅行社

・㈱新日光トラベルサービス

・茨城中央観光

【ご案内】免責事項…次の場合、主催者は責任を負いませんので、ご承知願い
ます。天災地変、同盟罷業などの不可抗力の事由、または盗難、傷害､ 疾病
などお客様の故意または過失、お客様の法令、または公序良俗に反する行為、
主催者以外の責によって生じた損害。
上記のほかは標準旅行業約款により取り扱わせていただきます。
参加費用…参加費用は、お申し込みと同時にお支払いください。また、お申
し込み後、お客様のご都合で取り消される場合は、下記の取消料を申し受け
ます。
取消料◇出発日の21日前から8日前…参加費用の20％◇出発日の7日前から2
日前…参加費用の30％◇出発日前日の取消…参加費用の50％◇出発日当日お
よび無連絡の取消…参加費用の100％

日　時 コ　ー　ス

１日目

11／27

（火）

市中央生涯学習センター（8:00発）＝＝道の駅しもつま・道の駅二宮＝＝東北道矢

板 I.C ＝＝那須ハートランド・お花の城（12:00昼食・見学）＝＝郡山 I.C ＝＝Ｒ49

＝＝磐梯郡山店＝＝磐梯熱海温泉（15:15頃）･･･ けやきの森（自由散策）

２日目

11／28

（水）

磐梯熱海温泉（9:30発）＝＝世界のガラス館 ( 見学 ) ＝＝柏屋磐梯高原店＝＝ヴィラ

イナワシロ（11:40昼食）＝＝磐越道 ･ 常磐道＝＝日立南太田 I.C ＝＝飛勘水産＝＝

常磐道 ( 休憩 )・圏央道＝＝市中央生涯学習センター (17:30頃 )

＝＝ バス　　　　I.C インターチェンジ　　　　Ｒ 国道　　　　･･･ 徒歩

【
宿
泊
先
】

磐
梯
熱
海
温
泉

ホ
テ
ル
華
の
湯

☎
０
２
４
・
９
８
４
・
２
２
２
２

牛久市民号参加申込書（1人1枚記入してください）
フリガナ 性　別 電　話　番　号

氏　名 男・女

住　所

行政区または団体名

備　考

（同室希望等） ※　送　迎　場　所

※原則として集合場所は、市中央生涯学習センターとしますが、送迎してくれる方がいないなどの理由により、希望する
送迎場所がありましたらご記入ください。後日はがきで送迎場所をお知らせいたします。

キ　リ　ト　リ
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牛
久
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ル（
古
紙
編
）

～
古
紙
を
制
す
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
制
す
～

　

牛
久
市
の
資
源
物
で
一
番
難
し
い
分
別
が
古
紙
で
す
。
古
紙
は
種
類
も
量
も
豊
富
で
、
可
燃

ご
み
に
混
ざ
っ
て
い
る
資
源
物
で
最
も
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
古
紙
の
分
別

を
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
、
私
た
ち
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え

ま
す
。

☆
ど
う
し
て
古
紙
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

の
？

　

人
類
は
古
く
か
ら
紙
を
記
録
媒
体
と

し
て
使
用
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
の
電
子
デ
ー

タ
が
普
及
し
た
現
在
で
も
紙
の
使
用
量

は
減
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
で
あ

り
、
最
も
大
量
に
使
用
し
て
い
る
資
源

物
が
紙
で
す
。
紙
は
パ
ル
プ
を
原
料
と

し
て
お
り
、
パ
ル
プ
は
木
材
か
ら
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
紙
の
使
用
量
が
増
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
木
材
を
消
費
す
る
た

め
に
森
林
を
多
く
失
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
環
境
保
全
の
観
点
か

ら
新
し
い
パ
ル
プ
を
使
用
せ
ず
に
、
再

生
紙
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
す
。

☆
古
紙
と
は
？

　

牛
久
市
の
古
紙
と
は
、「
新
聞
紙
」「
雑

紙
」「
段
ボ
ー
ル
」「
牛
乳
パ
ッ
ク
類
」

の
４
種
類
を
指
し
、
こ
れ
ら
を
民
間
の

再
生
工
場
で
再
生
紙
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
古
紙
は
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の（
禁き
ん
き
ひ
ん

忌
品
）が

混
ざ
り
や
す
く
、
こ
れ
ら
の
判
断
も
難

し
い
の
も
事
実
で
す
。
特
に
難
し
い
の

は「
雑
紙
」の
分
別
。
雑
紙
は
、
新
聞
紙

な
ど
の
ほ
か
の
３
種
類
以
外
の
古
紙
の

す
べ
て
を
指
し
て
い
る
た
め
、
雑
紙
を

適
正
に
判
断
す
る
こ
と
が
古
紙
リ
サ
イ

ク
ル
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
雑
紙

は
メ
モ
用
紙
や
名
刺
程
度
の
大
き
さ
で

も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
箱
の
隣
に

雑
紙
入
れ
を
用
意
し
て
お
き
、
雑
紙
を

分
け
る
よ
う
に
す
る
と
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
大
き
く
減
る
は

ず
で
す
。

☆
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
注
意
す
る
こ

と
は
？

　

紙
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
そ
の

新 聞 紙 チラシも一緒に

ダンボール
断面が波になっている

こん包用の厚紙

牛乳パック類
洗って干して束ねて出

す

雑 紙
雑誌や上記以外の紙全

般（禁忌品を除く）

問い合わせ　市清掃施設課☎873-2111内線1571～1572

中
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
な
い
も

の
、
混
ぜ
て
は
い
け
な
い
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は「
禁き
ん
き
ひ
ん

忌
品
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
禁
忌
品
と
は
、
複
写
紙
や
封

筒
窓
口
の
ビ
ニ
ー
ル
、
レ
シ
ー
ト
な
ど

の
感
熱
紙
、
シ
ー
ル
や
裏
が
ビ
ニ
ー
ル

で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
な

ど
を
言
い
ま
す
。
禁
忌
品
が
資
源
に
混

ざ
る
と
、
そ
れ
ら
を
手
作
業
で
除
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
品
質

も
著
し
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
雨
な
ど
に
ぬ
れ
る
こ
と
や
汚
れ
て

い
る
も
の
、
に
お
い
の
強
い
も
の
も
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ガ
ム
テ
ー
プ
で
縛
る
こ
と
に
つ
い
て
も

お
問
い
合
わ
せ
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す

が
、
ガ
ム
テ
ー
プ
で
止
め
る
と
一
つ
一

つ
を
は
が
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

や
ガ
ム
テ
ー
プ
が
張
り
付
い
て
余
分
な

紙
ま
で
ご
み
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
な

ど
か
ら
、
簡
単
に
は
が
す
こ
と
が
で
き

る
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
縛
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

缶
ジ
ュ
ー
ス
、
缶
ビ
ー
ル
、
缶
詰
な

ど
、
食
品
の
保
存
方
法
と
し
て
缶
製
品

は
、
以
前
か
ら
私
た
ち
の
食
生
活
の
身

近
に
あ
り
ま
す
。
次
回
は
こ
れ
ら
空
き

缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ル
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

～古紙類分別のポイント～

　　新
牛久ごみ
ニュース
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平成19年度牛久市における行政手続きの
オンライン化状況についてお知らせします

　電子申請・届出サービスとは、市役所の各担当窓口で必要となる申請や届出の一部について、イ

ンターネットを利用することで、自宅や職場から24時間手続きが可能となるサービスです。

　牛久市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例（平成16年条例第27号）第9条の規

定に基づき、牛久市で利用できる手続きについて以下のとおり公表します。手続きによっては、本

人確認のため、住民基本台帳カードを利用した公的個人認証サービスが必要となります。

　ご利用可能な手続きは各市町村によって異なりますが、牛久市では各種手続きのオンライン化に

向けて継続して取り組んでいますので、ぜひご活用ください。

電子申請・届出手続き名称 担当課
住民票／除票の写しの交付請求 総合窓口課
戸籍の附票の写しの交付請求 総合窓口課
付記転出届 総合窓口課
身分（身元）証明書の交付の申請 総合窓口課
住民税課税（非課税）証明交付申請 税務課
事業所所在証明交付申請 税務課
納税証明交付申請 収納課
所得証明書交付申請 税務課
固定資産評価／公課証明交付申請 税務課
土地・家屋現況証明交付申請 税務課
家屋の滅失の届出 税務課
給与支払報告に係る給与所得者異動届出 税務課
特別徴収に係る給与所得者異動届出 税務課
給与支払報告書の提出 税務課
公的年金等支払い報告書の提出 税務課
法人設立・開設申告書 税務課
法人異動・変更申告書 税務課
法人解散・結了申告書 税務課

電子申請・届出手続き名称 担当課
特定建設作業の実施の届出 環境衛生課
特定施設の設置の届出 環境衛生課
経過措置としての特定施設設置者の届出 環境衛生課
特定施設の数等に関する届出 環境衛生課
特定施設設置者の氏名等の変更に関する届出 環境衛生課
特定施設設置者たる地位の承継の届出 環境衛生課
犬の登録事項変更届出 環境衛生課
犬の死亡の届出 環境衛生課
児童手当受給事由消滅届（児童手当・特例給付・
小学校第3学年修了前特例給付受給事由消滅届）

児童福祉課

母子健康手帳交付申請（妊娠届出） 健康管理課
妊産婦医療福祉費受給者証交付申請（マル福）医療年金課
乳幼児医療福祉費受給者証交付申請（マル福）医療年金課
下水道使用開始届 生活排水課
下水道使用中止届 生活排水課
下水道使用者等変更届 生活排水課
保育所入所申込 児童福祉課
保育所入所申込辞退届 児童福祉課

【平成19年度から新たに追加となった手続き】

電子申請・届出手続き名称 担当課
国民健康保険への加入手続 医療年金課
国民健康保険の喪失手続 医療年金課
就学中被保険者該当届 医療年金課
国民健康保険限度額適用・標準負担
額減額認定に係る申請（69歳以下）

医療年金課

国民健康保険限度額適用・標準負担額減
額認定に係る申請（70歳以上～74歳以下）

医療年金課

国民健康保険税（料）所得申告 医療年金課
要介護（支援）認定申請 高齢福祉課
要介護（支援）更新認定申請 高齢福祉課
要介護（支援）認定区分変更申請 高齢福祉課
居宅サービス計画作成依頼（変更）届出 高齢福祉課
介護保険被保険者証再交付申請 高齢福祉課
介護保険住所地特例適用・変更・終了届 高齢福祉課
介護保険負担限度額認定申請 高齢福祉課

電子申請・届出手続き名称 担当課
児童手当認定請求 児童福祉課
児童手当額改定請求（増額／減額） 児童福祉課
児童手当現況届出 児童福祉課
公文書の公開（開示）請求 情報政策課

電子申請・届出システムホームページアドレス

　http://www1.asp-ibaraki.jp/home/index.html

問い合わせ 

【市への手続きについて】

　市役所各担当課☎873-2111（代）

【公的個人認証サービスについて】

　市総合窓口課☎873-2111内線1623～1626
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特
別
障
害
者
手
当【
身
体
・
知
的
・
精
神
】

〈
対
象
者
〉　

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し

く
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
、
在
宅
で
20
歳
以
上
の

方

〈
支
給
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度
〉

１
．
左
記
の
障
害
が
重
複
す
る
方

２
．
１
の
障
害
と
同
程
度
以
上
と
認
め

ら
れ
る
程
度
の
方

①
両
眼
の
視
力
の
和
が
０
・
04
以
下

②
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
１
０
０
デ
シ

ベ
ル
以
上

③
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
が
あ

る
方
ま
た
は
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を

欠
く
方
も
し
く
は
両
上
肢
す
べ
て
の

指
の
機
能
に
著
し
い
障
害
が
あ
る
方

④
両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有

す
る
方
ま
た
は
両
下
肢
を
足
関
節
以

上
で
欠
く
方

⑤
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が

で
き
な
い
程
度
ま
た
は
立
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有

す
る
方

⑥
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身

体
の
機
能
の
障
害
ま
た
は
長
期
に
わ

た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前

各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る

状
態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
な
介
護
を
要
す
る
方

⑦
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
前
各
号
と
同

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
方

〈
支
給
制
限
〉

①
受
給
資
格
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
若

し
く
は
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
金
額
以
上
で
あ
る
と
き（
受

給
資
格
者
の
所
得
に
は
非
課
税
で
あ

る
障
害
基
礎
年
金
を
含
み
ま
す
）

②
身
体
障
害
者
更
生
施
設
な
ど
の
社
会

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

③
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
３
カ
月
を
超

え
て
入
院
し
て
い
る
方

〈
支
給
額
〉　

月
額
２
万
６
４
４
０
円

〈
支
給
月
〉　

手
当
の
支
払
い
月
は
、
２

月
・
５
月
・
８
月
・
11
月
で
す
。

〈
申
請
窓
口
〉　

市
社
会
福
祉
課（
手
当

を
受
け
る
に
は
所
定
の
書
類
を
提
出

し
、
認
定
請
求
が
必
要
で
す
）

障
害
児
福
祉
手
当

【
障
害
児（
身
体
・
知
的
・
精
神
）】

〈
対
象
者
〉　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在
宅

で
重
度
の
障
害
児（
20
歳
未
満
）

〈
支
給
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度
〉

①
両
眼
の
視
力
の
和
が
０
・
02
以
下

②
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用
い
て
も

音
声
を
識
別
で
き
な
い
程
度

③
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有

す
る
方

④
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
方

⑤
両
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
方

⑥
両
大
腿
を
２
分
の
１
以
上
失
っ
た
方

⑦
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が

で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

⑧
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身

体
の
機
能
の
障
害
ま
た
は
長
期
に
わ

た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前

各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る

状
態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
な
介
護
を
要
す
る
方

⑨
精
神
の
障
害
で
、
①
～
⑧
と
同
程
度

以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
方

⑩
身
体
の
機
能
の
障
害
ま
た
は
病
状
も

し
く
は
精
神
の
障
害
が
重
複
し
、
そ

の
状
態
が
①
～
⑨
と
同
程
度
以
上
と

認
め
ら
れ
る
程
度
の
方

〈
支
給
制
限
〉

①
受
給
資
格
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
も

し
く
は
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
金
額
以
上
で
あ
る
と
き

②
肢
体
不
自
由
児
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
方

③
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
給
付

を
受
け
て
い
る
方

〈
支
給
額
〉　

月
額
１
万
４
３
８
０
円

〈
支
給
月
〉　

手
当
の
支
払
い
月
は
、
２

月
・
５
月
・
８
月
・
11
月
で
す
。

〈
申
請
窓
口
〉　

市
社
会
福
祉
課（
手
当

を
受
け
る
に
は
、
所
定
の
書
類
を
提

出
し
、
認
定
請
求
が
必
要
で
す
）

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
所
得
状
況

調
査
お
よ
び
受
給
資
格
者
現
況
調
査

　

受
給
者
の
手
当
支
給
の
可
否
を
確
認

す
る
た
め
、現
況
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
提
出
書
類
を

郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
期
日
中

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
届
出
さ
れ
な
い

と
、手
当
の
支
給
が
停
止
に
な
り
ま
す
。

〈
提
出
期
間
〉　

８
月
13
日（
月
）～
９
月

10
日（
月
）

※
８
月
末
日
に
な
っ
て
も
書
類
が
届
か

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
１
１

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
の
お
知
ら
せ

　

日
常
生
活
に
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
害
者（
児
）で
、
支
給
要
件
を

満
た
す
方
に
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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一般展示　出品作品募集（個人の部）
■種目・展示期間　書道・写真・絵画（日本画・洋画・

版画）・立体　10月24日（水）～28日（日）

■展示会場　市中央生涯学習センター大講座室、展

示ホール (1・2階 )

■出品資格　高校生以上で市内に在住・在勤の方

■作品展示　出品者全員の作品を展示します。

■作品の大きさ、および点数

・日本画と洋画は10号以上50号以内。出品作品は

額装とし、仮枠をつけるなど装飾設備をする。

20号以上の額縁のガラスはアクリル製を使用す

ること。

・版画は30号以内

・立体は、縦60cm、横60cm、高さ180cm 以内

・書道は表装したもので、連落以下（135cm ×

53cm、縦横自由）

・写真は四つ切全紙まで（カラーの場合も同じ）

・作品は全種目とも一人一点まで

・各種目とも未発表の作品とし、書道については

創作作品とする。

■申し込み方法　市中央生涯学習センターに直接

お申し込みください。（電話、郵便、FAX での受

け付けは、いたしません）

■受付期間　8月10日（金）～9月7日（金）

※作品展示方法などについては、一切異議の申し

立ては受け付けません。また、出品作品が不可抗

力で破損した場合は責任を負いません。

各種団体による作品展示
参加団体募集（団体の部）

■内容・展示期間　各種団体がそれぞれ創作した

作品を展示し、活動の成果を発表します。

　10月31日（水）～11月4日（日）

■展示会場　市中央生涯学習センター多目的ホー

ル、大講座室ほか

■申し込み方法　所定の申込用紙に必要事項を記

入し、市中央生涯学習センターまでお申し込みく

ださい。

■受付期間　8月10日（金）～9月7日（金）

　9月26日（水）午前10時から展示場所などの調整

を行います。市中央生涯学習センター大講座室に

お集まりください。

※書道は個人の部でお申し込みください。

ステージ発表参加希望団体説明会
　出場を希望される団体は必ず出席してください。

◎シビックコンサート参加希望者説明会

日時：8月28日（火）午後1時30分

会場：市中央生涯学習センター大講座室

　※発表は10月28日（日）

◎邦楽・洋舞の部参加希望者説明会

日時：8月29日（水）

　邦楽の部は午後1時30分～

　洋舞の部は午後3時30分～

会場：市中央生涯学習センター大講座室

　※邦楽の部の発表は11月3日（土・祝）

　※洋舞の部の発表は11月4日（日）

あなた一人のためのピアノコンサート
参加者募集
　文化ホールのピアノを思い切り弾いてみません

か？あなたのためのプライベート空間として、文

化ホールとピアノを30分だけ無料でお貸しします。

練習やファミリーコンサートなど、あなたの自由

な発想でご利用ください。

■日時　11月10日（土）・11日（日）午前10時～午後8時

■会場　市中央生涯学習センター文化ホール

■参加資格　市内に在住・在勤・在学で、ピアノを

演奏する個人（小中学生は保護者同伴となります）

■申し込み方法　所定の申込用紙に必要事項を記

入し、市中央生涯学習センターまで直接お申し込

みください。なお、応募者多数の場合は抽選とさ

せていただきます。

■受付期間　8月10日（金）～9月7日（金）

■使用例　練習、家族コンサート、プライベート

な演奏会など

華道展示参加団体説明会
■展示期間　11月3日（土・祝）～4日（日）

■展示会場　市中央生涯学習センターホワイエ・

展示ホール2階

■申し込み方法　所定の申込用紙に必要事項を記入

し、市中央生涯センターまでお申し込みください。

■受付期間　8月10日（金）から9月7日（金）まで

■説明会　9月4日（火）午後1時30分～

　　　　　市中央生涯学習センター大講座室

※出品を希望される団体は必ず出席してください。

　芸術・文化の一大イベントである市民文化祭

は今年で31回目を迎えました。今回は10月24日

から11月11日まで（月曜日を除く）の期間、市中

央生涯学習センターを主会場として開催されま

す。

　市民の皆さんの、一年間の創作活動と練習の

成果発表の場として、奮ってご応募ください。

芸術と文化の祭典

第31回牛久市民文化祭
参加者募集

問い合わせ　市中央生涯学習センター☎871-2301
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①
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
ま
し
ょ
う

　

生
後
３
カ
月
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、

生
涯
に
１
回
の「
登
録
」と
年
に
１
回
の

「
狂
犬
病
予
防
注
射
」が
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済
ん

で
い
な
い
飼
い
犬
に
は
、
注
射
を
受
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

（
市
内
に
あ
る
動
物
病
院
で
、
６
月

か
ら
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

狂
犬
病
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

　

登
録
犬
の
死
亡
や
所
在
地
ま
た
は
所

有
者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
市

環
境
衛
生
課
へ
書
面
に
よ
る
届
け
出
が

必
要
で
す
。

　

（
未
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
て
い
な
い
犬
の
所
有
者
や
管
理

者
に
は
、
法
律
に
よ
る
罰
則
が
適
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

②
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

犬
の
放
し
飼
い
は
、
県
条
例
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
、
つ
な
い
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。
散
歩
の
と
き
は
、
引
き

綱
を
必
ず
付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

③
周
辺
の
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

愛
犬
の「
ふ
ん
」の
始
末
は
飼
い
主
の

義
務
で
す
。
公
共
の
場
所（
公
園
、
道

路
な
ど
）
や
他
人
の
土
地
、
建
物
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。「
ふ
ん
」

は
、
必
ず
持
ち
帰
り
、
適
正
な
方
法
で

処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

犬
小
屋
の
周
囲
は
常
に
清
潔
に
し

て
、
ハ
エ
や
悪
臭
の
発
生
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

（
犬
の
ふ
ん
を
公
共
の
場
所
な
ど
で
、

放
置
し
た
飼
い
主
に
は
、
市
の
条
例
に

よ
る
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

④
小
さ
な
命
を
大
切
に
。
犬
を
捨
て
な

い
で
！

　

犬
を
捨
て
る
行
為
は
み
ん
な
の
迷
惑

で
す
。
捨
て
な
い
で
新
し
い
飼
い
主
を

見
つ
け
る
か
、
茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
子
犬
が
生

ま
れ
て
困
る
よ
り
、
生
ま
れ
な
い
手
術

を
お
す
す
め
し
ま
す
。（
捨
て
犬
を
し
た

場
合
に
は
、
法
律
に
よ
る
罰
則
が
適
用

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

⑤
犬
の
脱
出
を
防
い
で
、
迷
子
を
な
く

し
ま
し
ょ
う

　

飼
い
主
宅
を
逃
げ
出
し
た
犬
は
、
飼

い
主
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
迷
惑
を
掛

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
に
あ
っ
て
け
が
を

し
た
り
、死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

迷
子
に
な
っ
て
飼
い
主
の
元
に
帰
れ
な

い
犬
も
数
多
く
い
ま
す
。

○
逃
げ
出
し
防
止
…
日
ご
ろ
か
ら
ク
サ

リ
や
オ
リ
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
迷
子
の
防
止
…
首
輪
な
ど
に「
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
」
を
付
け
ま
し
ょ

う
。
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
や
、
ほ
か
の
犬
を
保
護

し
た
場
合
は
、
市
環
境
衛
生
課
、
茨

城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
最

寄
り
の
警
察
署
に
連
絡
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ　

市
環
境
衛
生
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
５
６
１

　

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

９
６
・
７
２
・
１
２
０
０

飼
い
主
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

　

～
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
～
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牛
久
市
の
独
自
性
を

ア
ピ
ー
ル
！

　

６
月
１
日
、
遊
休
農
地
対
策
に
つ
い

て
、
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
永
岡
桂
子

氏（
写
真
右
）に
陳
情
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
旧
友
を
訪
ね
た
よ
う
な
穏
や
か
な

会
談
の
後
、
牛
久
市
の
農
業
分
野
の
事

業
展
開
に
つ
い
て
説
明
し
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
遊
休
農
地
対
策
を
始

め
と
し
た
農
業
に
対
す
る
補
助
金
の
集

中
的
な
配
分
や
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
に
お
け
る
協
力
に
つ
い
て
陳
情
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
平

成
19
年
度
内
に
茨
城
県
内
初
の
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
承
認
を
得
ら
れ
る

見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
13
日
、
東
み
ど
り
野
区
民
会
館

で「
第
16
回
東
み
ど
り
野
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会
」（
代
表
・
吉
田
利
子
氏
）が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
に
は
、
東
み
ど
り
野
区
民

の
方
や
ほ
か
の
行
政
区
の
方
々
、
カ
ラ

オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
方
な
ど
大
勢
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は「
１
サ
ー
ク
ル
の
発
表

会
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
方

が
参
加
し
、
盛
大
な
発
表
会
と
な
り
ま

し
た
。
次
回
も
構
想
を
新
た
に
実
施
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。 カ

ラ
オ
ケ
を
通
し
て

地
域
の
ふ
れ
あ
い

小
学
生
の
た
め
の
水
泳
教
室

　

６
月
25
日
か
ら
29
日
ま
で
の
５
日

間
、
牛
久
運
動
公
園
の
プ
ー
ル
で
は
、

市
内
の
小
学
１
～
６
年
生
の
泳
ぎ
の
苦

手
な
子
を
対
象
と
し
た｢

小
学
生
の
た

め
の
水
泳
教
室｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
水
が
怖
く
て
顔
を

つ
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
水
に
慣

れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
短
期
間
で
集

中
し
て
泳
ぎ
の
練
習
を
行
い
ま
す
。
最

終
日
の
29
日
に
は
、
み
ん
な
楽
し
そ
う

に
プ
ー
ル
の
中
を
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
我
が
子
を
見
守
っ

て
い
た
保
護
者
の
方
は｢

顔
も
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
の
に
、
５
日
間
で
泳
げ
る

よ
う
に
な
り
驚
い
て
い
ま
す｣

、｢

先
生

が
と
て
も
熱
心
に
指
導
し
て
く
れ
て
、

子
ど
も
の
や
る
気
が
で
ま
し
た｣

と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
２
年
生
の
大
浦
成

也
実
さ
ん
は｢

水
の
中
で
鬼
ご
っ
こ
や

ボ
ー
ル
遊
び
を
し
て
い
る
う
ち
に
水
に

慣
れ
ま
し
た｣

、
同
じ
く
２
年
生
の
奥

光
子
郎
さ
ん
は｢

全
然
泳
げ
な
か
っ
た

け
ど
、
２
ｍ
ぐ
ら
い
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
嬉
し
い
で
す｣

と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

最
終
日
の
練
習
後
に
は
、｢

た
い
へ
ん

よ
く
で
き
ま
し
た｣

と
書
か
れ
た
修
了

証
が
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
、
み
ん

な
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い

ま
し
た
。
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新
し
い「
う
し
く
」の
た
め
に

～
男
女
平
等
な
牛
久
市
に
な
る
た
め
の
12
の
提
言
～

　

６
月
21
日
、
男
女
共
同
参
画
審
議
会

（
神
戸
文
夫
会
長
）か
ら
、
男
女
共
同
参

画
提
言
書
が
池
辺
市
長
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
提
言
書
は
、
市
で「
男
女
共
同

参
画
後
期
実
施
計
画
書
」
が
平
成
20
度

か
ら
策
定
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
審
議
会

で
何
回
も
会
議
を
重
ね
、
検
討
さ
れ
た

も
の
で
す
。
審
議
会
の
意
見
だ
け
で
は

な
く
、
昨
年
行
わ
れ
た
市
民
意
識
調
査

で
の
市
民
か
ら
の
声
も
反
映
さ
せ
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
に
関
す
る
提
言
を

12
の
柱
に
し
、
現
状
と
課
題
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
と
暮
ら
し
の
調
和
を
推
進
し
、

す
べ
て
の
人
が
心
豊
か
に
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
を
市
と
市
民
と
が
一
体

と
な
っ
て
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
こ

の
提
言
書
の
内
容
を
今
後
の
男
女
共
同

参
画
施
策
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
感
謝
状

　

平
成
18
年
度
に
中
学
校
に
設
置
を

し
た
エ
ア
コ
ン
は
、
環
境
問
題
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
を
考
慮
し
て
、
夜
間
電
力

利
用
の
蓄
熱
シ
ス
テ
ム（
エ
コ
・
ア
イ

ス
）
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
蓄
熱

シ
ス
テ
ム
の
普
及
拡
大
に
貢

献
し
た
と
し
て
、（
財
）ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
・
蓄
熱
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
去
る
7
月
12
日
、
同
財

団
主
催
の「
第
10
回
蓄
熱
の
つ

ど
い
」に
お
い
て
、
牛
久
市
に

感
謝
状（
写
真
）
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

※（
財
）
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄

熱
セ
ン
タ
ー
（
加
藤
寛
理
事

長
）は
、
経
済
産
業
省
所
管
の

公
益
法
人
で
、「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」と「
蓄

熱
」の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

蓄
熱
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
と
技
術
向

上
に
向
け
た
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
る
団
体
で
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
で
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
よ
う

　

７
月
２
日
の

夕
方
、
牛
久
駅

前
と
ひ
た
ち
野

う
し
く
駅
前
で
、

保
護
司
会
や
更

生
保
護
女
性
会
、

青
少
年
相
談
員

の
方
々
が
参
加

し
て「
第
57
回
社

会
を
明
る
く
す

る
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
を
し
た

少
年
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

委
員
の
方
々
は
、
駅
の
西
口
と
東
口

の
二
手
に
分
か
れ
、
下
校
す
る
学
生
や

買
い
物
帰
り
で
駅
を
利
用
す
る
人
に

「
お
帰
り
な
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
の
啓
発
品
を
配
り
な
が
ら
、
地
域
の

絆
の
大
切
さ
や
温
か
い
お
も
い
や
り
の

気
持
ち
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
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　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームも OKです。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

朝
や
け
に
蓮
咲
き
カ
エ
ル
遊
ぶ
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮　

岡
村
さ
ん

く
っ
き
り
と
三
日
月
仰
ぎ
夕
涼
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂
町　

飯
塚
さ
ん

桜
舞
う
雪
舞
う
異
常
気
象
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
台　

二
国
さ
ん

☆
…
5
月
、
自
然
観
察
の

森
で
お
茶
摘
み
を
し
ま
し

た
。
お
茶
の
柔
ら
か
い
先

の
葉
を
摘
み
、
せ
い
ろ
で

蒸
し
、
し
ん
な
り
し
た
ら

茶
も
み
で
す
。
優
し
く
語

り
か
け
る
よ
う
に
よ
り
を

か
け
る
の
で
す
が
、
こ
れ

が
な
か
な
か
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
。
な
ん
と
か
お
茶

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
試
飲

で
す
。
色
は
鮮
や
か
な
緑

で
お
い
し
そ
う
で
す
。
お

味
は
と
い
う
と「
お
い
し

か
っ
た
か
な
？
」自
然
を
頂

く
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
海
豚
さ
ん

南・犬塚さん

　

5
月
13
日
か
ら
水
戸
市
総
合
運
動
公

園
軟
式
野
球
場
で
、
茨
城
県
還
暦
軟
式

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら
19

チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。「
う
し
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ー

イ
ズ
」
は
決
勝
で「
日
立
球
友
ク
ラ
ブ
」

と
対
戦
し
、
激
戦
の
末
惜
し
く
も
2
対

1
で
敗
れ
、
連
覇
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
9
月
7
日
か
ら
福
井
県
敦
賀
市

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

う
し
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ー
イ
ズ
は
、

う
し
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ー
イ
ズ
」今
年
も
全
国
大
会
出
場

牛久市春季ソフトボール大会 過
去
に
6
回
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会

へ
出
場
し
、
優
勝
2
回
、
準
優
勝
1
回
、

3
位
1
回
と
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

て
お
り
、
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
個
人
賞
で
は
、
優
秀
選
手

賞
を
大
原
惠
政
選
手
、
首
位
打
者
賞
を

金
子
清
選
手
が
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　5月13日・20日の2日間、栄町運動広場およ

び牛久運動広場で、イーグル小坂チームの選

手宣誓を皮切りに、参加10 チーム160人が熱

戦を展開しました。

　　優　勝　　栄スピリッツ

　　準優勝　　ファイターズ

　　第３位　　一厚西サンライズ

※優勝した「栄スピリッツ」は牛久市代表として

県南大会（7月･ 土浦）に出場しました。
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
十
八
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

住
井
す
ゑ
の
小
説『
大
地
に
ひ
ら
く
』

ー
昭
和
初
期
の
主
な
文
学
作
品
ー

　

昭
和
初
期
に
お
け
る
主
な
文
学
作
品
は
、

ま
ず
昭
和
３
年（
１
９
２
９
年
）の
住
井
よ
り

１
歳
若
い
林
芙
美
子（
昭
和
２
年
１
月
か
ら

昭
和
５
年
５
月
ま
で
阿
佐
ヶ
谷
在
住
）
が
文

人
芸
術
に『
放
浪
記
』の
連
載
を
始
め
た
。

　

翌
４
年
に
島
崎
藤
村
が
中
央
公
論
に
明
治

維
新
に
奔
走
し
た
父
親
の
生
涯
を
歴
史
的
に

と
ら
え
た
大
作『
夜
明
け
前
』の
連
載
を
始
め

た
。
こ
の
年
に
は
犬
田
家
の
す
ぐ
近
所
に

住
む
小
林
多
喜
二
が
ナ
ッ
プ（
全
日
本
無
産

者
芸
術
連
盟
）
機
関
誌『
戦
旗
』
に
中
編
小
説

『
蟹か

に
こ
う
せ
ん

工
船
』を
発
表
し
て
、
優
れ
た
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
作
家
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

　

同
５
年
は
阿
佐
ヶ
谷
に
住
む
横
光
利
一
が

心
理
主
義
作
品『
機
械
』を
発
表
し
、
同
８
年

に
は
一
時（
昭
和
２
年
５
月
か
ら
12
月
ま
で

の
７
カ
月
間
）
阿
佐
ヶ
谷
の
一
角
に
住
ん
で

い
た
川
端
康
成
が『
禽

き
ん
じ
ゅ
う
獣
』を
発
表
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
昭
和
３
年
の
１
月
30
日
に
読
売

新
聞
が
創
立
55
周
年
記
念
の
懸
賞
小
説
を
公

募
し
た
。
公
募
の
要
項
は
、
物
語
の
梗こ

う
が
い概
と

初
め
の
30
回
分
だ
け
を
６
月
末
日
ま
で
に
提

出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
住
井
は
こ
れ
に
応

募
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
生
活
費
の
た
め
の

童
話
書
き
と
家
事
に
追
わ
れ
て
い
て
長
編

を
一
気
に
書
き
下
ろ
す
の
は
と
て
も
無
理
で

あ
っ
た
が
、
30
回
分
だ
け
な
ら
３
月
ご
ろ
か

ら
書
き
始
め
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と

思
い
、
家
事
の
合
間
に
粗あ

ら
す
じ筋
だ
け
を
頭
に
描

い
て
い
た
。
小
説
は『
大
地
に
ひ
ら
く
』と
題

し
、
作
品
の
主
た
る
場
を
住
井
の
出
身
地
奈

良
の
農
村
に
設
定
、「
地
主
が
農
地
を
全
て
小

作
人
に
解
放
し
、
理
想
的
な
新
し
き
形
態
の

農
村
を
建
設
す
る
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で

あ
っ
た
。「
農
地
解
放
」
は
夫
卯し

げ
るの
思
想
と
共

通
し
、
長
塚
節（
結
城
郡
国こ

っ
し
ょ
う
む
ら

生
村
・
現
常
総

市
出
身
）
の
小
説『
土
』
の
影
響
も
受
け
て
い

た
よ
う
だ
。

　

選
者
の
武む

し
ゃ
の
こ
う
じ
さ
ね
あ
つ

者
小
路
実
篤
は「
し
ま
ひ
が
少

し
活
動
的
に
な
り
す
ぎ
て
ゐ
た
」
と
評
し
て

い
た
が
、
主
人
公
精
一
が
、
物
語
の
最
初
で

都
会
生
活
を
捨
て
農
村
に
理
想
社
会
を
建
設

し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
分
の
理
想
実

現
へ
向
け
た
実
践「
新
し
き
村（
大
正
11
年
に

宮
崎
県
児こ

ゆ

ぐ

ん

湯
郡
木き

じ
ょ
う
む
ら

城
村
に
開
い
た
）」建
設
と

重
な
る
共
感
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結

局
、『
大
地
に
ひ
ら
く
』
は
２
等
に
入
選
し
て

住
井
は
１
千
円
の
賞
金
を
獲
得
し
た
。
１
千

円
は
大
変
な
金
額
だ
っ
た
。
こ
の
年
の
国

家
施
行
予
算
が
17
億
５
９
３
１
万
８
千
46
円

で
、
当
時
の
女
性
の
事
務
員
の
月
給
が
20
円

か
ら
50
円
だ
っ
た
。

野
口（
雨
情
）家
と
犬
田
家
の
交
際

　

一
方
、
田
端
文
士
芸
術
村
で
野
口
雨
情
一

家
と
犬
田
家
の
交
際
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、

そ
の
交
際
は
犬
田
家
が
杉
並
町
に
移
っ
て
か

ら
も
続
い
て
い
た
。

　

昭
和
６
年
の
２
月
に
犬
田
家
で
は
二
男
の

充み
つ
るが

生
ま
れ
た
。
こ
の
年
の
夏
、
雨
情
が
北

多
摩
郡
武
蔵
野
町（
市
）吉
祥
寺
の
自
宅
か
ら

小
瓶
を
抱
え
中
央
線
に
乗
っ
て
度
々
犬
田
家

を
訪
ね
た
。
雨
情
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
三

男
の
在の

ぶ

や彌
に
与
え
る
た
め
住
井
の
母
乳
を
分

け
て
も
ら
い
に
来
て
い
た
の
だ
。
住
井
も
二

男
充
を
背
負
い
、
長
女
か
ほ
る
を
連
れ
て
何

度
か
雨
情
宅
に
行
き
、
雨
情
の
三
男
在
彌
に

乳
を
あ
げ
て
い
た
。―

か
ほ
る
の
記
憶
に
よ

れ
ば
、
雨
情
は
か
な
り
の
豪
邸
に
住
ん
で
い

た
と
い
う
。

　

雨
情
は
、
自
ら
刊
行
の
創
作
民
謡
集
枯
草
、

第
一
童
謡
集
『
十
五
夜
お
月
さ
ん
』、
民
謡

集
別
後
、
童
謡
集
『
青
い
目
の
人
形
』、
そ

れ
に
編
集
を
担
当
し
て
い
た
『
金
の
船(

の

ち
『
金
の
星
』）』
に
、
童
謡
、
民
謡
、
流
行

歌
を
発
表
し
て
い
た
。
そ
の
主
な
作
品
名
に

は
、『
十
五
夜
お
月
さ
ん
』『
船
頭
小
唄
』『
七

つ
の
子
』『
赤
い
靴
』『
青
い
眼
の
人
形
』『
赤

と
ん
ぼ
』『
黄こ

が
ね
む
し

金
虫
』、
生
後
間
も
な
く
亡
く

な
っ
た
わ
が
子
へ
の
鎮ち

ん
こ
ん
か

魂
歌
と
い
わ
れ
る

『
シ
ャ
ボ
ン
玉
』『
証
城
寺
の
狸
囃
子
』『
雨

降
り
お
月
さ
ん
』『
俵
は
ご
ろ
ご
ろ
』『
磯
原

節
』『
波
浮
の
港
』『
上
州
小
唄
』『
大
阪
城

小
唄
』『
春
の
唄
』『
か
も
め
』
な
ど
が
あ
る
。

　

他
方
で
雨
情
は
、
茨
城
県
土
浦
市
立
土
浦

小
学
校
、
兵
庫
県
立
姫
路
工
業
高
等
学
校
、

和
歌
山
県
高
野
口
町
立
応
其
小
学
校
、
長
崎

県
佐
世
保
市
立
大
野
小
学
校
、
東
京
都
武
蔵

野
市
立
第
一
小
学
校
な
ど
28
校
の
校
歌
も
作

詩
し
て
い
る
。

　

雨
情
は
そ
の
63
年
の
生
涯
の
中
で
、

２
０
０
０
余
点
に
の
ぼ
る
詩
を
残
し
て
い
る
。

　

武
蔵
野
市
の
井
の
頭
池
畔
に
昭
和
27
年

（
１
９
５
２
年
）
に
雨
情
会
（
初
代
会
長
中

山
晋
平
）
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
碑
が
建
て

ら
れ
、
そ
の
碑
に
は
雨
情
作
詩
『
井
の
頭
音

頭
』
の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

『大地にひらく』－この小説が住井す

ゑの出世作になった。
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「無料、プレゼント｣商法に注意
＜市内の方から通報がありました＞

　友人に誘われ、タダで日用品がもらえるというのでビルの一室について行

くと、密室に大勢のお年寄りがいた。タダの商品をもらっているうちに、雰

囲気に乗せられ高額な布団や装飾品などを買ってしまった。買わずに帰れな

い状況でほかの人も高額な商品を買わされていた。

　お年寄りを狙った悪質な催眠商法です。タダほど高いものはありません！

安易について行かないでください。ご近所のお年寄りに、被害に遭わないよう一声掛けてください。

判断に迷うことがあれば、消費生活センターにご相談ください。

問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803

　　　　　　相談日　月・水・金曜日（午前9時～午後4時）

色とりどりの夏野菜
　暑いからと、そうめんや冷奴など冷たいものばかりだと、夏バテし

てしまいます。太陽をサンサンと浴びた夏野菜を炒めたり、煮たりし

て、たっぷりパワーをもらいましょう。ミキサーで生ジュースにすれ

ば、栄養も無駄なく吸収できます。食材にあわせて、隠し味に塩、ハ

チミツ、ヨーグルト、あるいは豆乳などを使うと栄養価がさらにアップ！お気に入りを見つけて

みてはいかが？

神谷の柴崎進さん幸子さんご夫妻に伺いました

　公務員を退職して嫁いだ幸子さんを迎えて、ご両

親、進さんの4人体制で34年間野菜を作ってきまし

た。今では、市場に出荷するだけでなく、「とくとく

市」をはじめとするイベントで直売にも熱心に取り

組んでいます。ご夫婦とも、それぞれ生産者仲間と

のひとときが何よりのリフレッシュ。いろいろな野

菜を作っているため、一年中仕事は途切れません。

その合間を縫って、年2回はあちこち旅行するとか。

けんかもめったにしないおしどり夫婦です。「幸せで

すね」の問いに幸子さんはにっこり。夏野菜は、きゅ

うり、瓜、ゴーヤ、なすを生産しています。

幸子さんのおすすめ料理

　「夏はゴーヤだね！」と幸子さんが教えてくれたの

が進さんの好物、チャンプルーです。

①ワタを取って薄く切る。②ゆでて苦味を抜く。③ゴーヤを挽肉・豆腐と炒めて卵を落とし、火

を通す。「天ぷらもおいしいよ」とのことでした。

どこで買えるの？

　牛久産の夏野菜は、市営青果市場で毎月行われる「とくとく市」（8月は26日開催予定）、下根直

売所、または市営青果市場経由で市内の八百屋さんにも並びます。

問い合わせ　市農業政策課☎873-2111内線1521～1522

牛久の旬の農作物と生産者

を紹介します
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鎮
守
の
森 

探
訪
の
す
す
め

広
報
う
し
く
市
民
特
派
員　

齋さ
い
と
う藤　

重
じ
ゅ
う　

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
ひ
た
ち

野
う
し
く
駅
か
ら
学
園
西
大
通
り
線
を

進
み
、
ひ
た
ち
野
西
近
隣
公
園
と
県
立

牛
久
栄
進
高
等
学
校
の
間
の
右
側
に
見

え
る
鎮
守
の
森 

八
幡
神
社
で
す
。

　

こ
こ
の
住
所
は
、
牛
久
市
東
猯
穴
町

で
す
。「
昔
、
猯ま
み

と
い
う
動
物
が
い
た
か

ら
地
名
に
な
り
ま
し
た
」
と
地
元
の
方

が
言
っ
て
い
ま
し
た
が
さ
て
…
。
日
本

の
集
落
を
み
ま
す
と
新
し
い
住
宅
地
や

団
地
は
別
と
し
て
、
昔
か
ら
の
集
落
に

は
必
ず
お
宮
が
あ
り
、
そ
の
お
宮
に
お

参
り
す
る
こ
と
は
、
そ
の
土
地
の
守
護

神
を
お
守
り
す
る
こ
と
で
し
た
。
つ
ま

り
鎮
守
で
す
。
鎮
守
の
社
に
は
必
ず
森

が
あ
り
、
鎮
守
の
森
が
東
猯
穴
集
落
の

要
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
森

は
一
般
に
水
源
で
あ
り
、
そ
こ
に
人
々

は「
神
様
」を
お
祭
り
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
祭
礼
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
八
幡
神
社
の
祭
礼

の
１
つ
に
秋
の
例
祭
が
あ
り
、
毎
年
旧

暦
の
８
月
15
日
、
す
な
わ
ち
今
年
は
９

月
25
日（
火
）午
前
、
境
内
で
奉
納
相
撲

が
神
事
と
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
ぜ
8
月
15
日
に
相
撲
が
行
わ
れ

る
の
か
専
門
家
に
聞
き
ま
し
た
。
旧
暦

で
秋
の
最
中
に
行
う
こ
と
は
俗
に
芋
名

月
、
栗
名
月
と
も
言
わ
れ
、
本
来
サ
ト

イ
モ
や
栗
の
よ
う
な
木
の
実
の
収
穫
祭

で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
水
稲
栽
培
に

伴
い
稲
の
収
穫
儀
礼
と
も
結
び
つ
き
、

稲
の
実
り
の
よ
り
豊
か
な
る
を
祈
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
も
う
１
つ

の
理
由
と
し
て
放ほ
う
じ
ょ
う
え

生
会（
奈
良
時
代
か

ら
行
わ
れ
陰
暦
8
月
15

日
八
幡
宮
で
の
祭
礼
儀

式
）
が
行
わ
れ
て
き
た

日
で
も
あ
り
ま
す
。
八

幡
信
仰
の
発
祥
地
と
し

て
知
ら
れ
る
大
分
県

宇
佐
八
幡
宮
で
、
元げ
ん

正し
ょ
う

天
皇
の
養
老
４
年

（
７
２
０
年
）に
宇
佐
八

幡
に
祈
っ
て
隼は

や

と人
を
討

伐
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
八
幡
神
は
、
殺
し
た

隼
人
の
霊
を
慰
め
る
た
め
毎
年
放
生
会

を
託
宣
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
毎
年
旧
８

月
14
日
に
み
こ
し
が
和
間
浜
に
頓
宮
し

渡
御
し
、
25
菩
薩
の
舞
楽
や
六
根
さ
ん

げ
の
行
法
を
行
っ
て
翌
15
日
満
潮
の
時

刻
に
放
生
の
陀だ

ら

に

羅
尼
を
唱
え
つ
つ
魚
や

貝
を
海
中
に
放
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
八
幡
神
は
怨
お
ん
り
ょ
う霊

を
鎮
め
る
情
け
深
い
神
様
と
の
こ
と
で

す
。
裏
を
返
せ
ば
、
祭
ら
な
け
れ
ば
、

た
た
り
を
す
る
恐
ろ
し
い
神
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
宇
佐
八
幡
よ
り
奈
良
大
安

寺
の
僧
行
教
に
よ
っ
て
勧
か
ん
じ
ょ
う
請
さ
れ
た
と

い
う
石い
わ
し
み
ず

清
水
八
幡
宮
の
放
生
会
に
相
撲

が
催
さ
れ
、
相
撲
節
会
に
召
さ
れ
た
相

撲
人
全
員
の
奉
仕
が
義
務
付
け
ら
れ
た

と「
長
秋
記
」保
元
元
年（
１
１
５
６
年
）

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。祭
り
に
つ
い
て
、

祭
場
は
聖
地
と
み
な
さ
れ
不
浄
を
嫌

い
、
女
人
立
ち
入
り
の
禁
怨
が
厳
し
く

守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
祭
り
に

相
撲
を
行
う
の
は
集
落
の
農
作
業
の
締

め
く
く
り
と
相
ま
っ
て
心
身
の
け
が
れ

を
払
う
こ
と
で
あ
り
、収
穫
を
感
謝
し
、

住
ん
で
い
る
地
域
の
平
穏
無
事
と
幸
福

な
生
活
を
神
に
約
束
さ
せ
る
重
要
な
役

目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
八
幡

神
社
に
は
境
内
に
、
牛
久
市
民
の
木
第

1
号
ケ
ヤ
キ
、
第
２
号
エ
ノ
キ
が
あ
り

ま
す
。
共
に
４
０
０
年
の
樹
齢
で
大
き

な
枝
ぶ
り
が
見
事
で
す
。

※
相
撲
と
い
う
文
字
は
、
中
国
西
晋
時

代（
２
５
６
年
～
３
１
６
年
）の
と
き

晋
書
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
も
う

と
は
、
中
国
語
の
相
撲
の
音
が
転
じ

た
和
語
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

奉
納
相
撲
の
土
俵

堂々とそびえる市民の木第１号「ケヤキ」
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＜120＞
牛久運動公園体育館内
牛久市体育協会事務局
　☎ 873-2486 FAX873-2895

（70）
市教育委員会生涯学習課内
牛久市文化協会事務局
　☎ 871-2301 FAX871-1334

牛久マレットゴルフ友の会 代表：菅原喜昭
【活動目的】健康な体作りを目指して老若男女が楽しめる
新しい生涯スポーツです。コース環境が良く、夏は特
に快適です！マレットゴルフの普及と会員相互の親睦
を図ります。

【活動内容・練習場所】春・夏・秋・冬季の大会、県外大
会に年2～4回、日本選手権大会にも参加しています。
日本マレットゴルフ、県マレットゴルフ協会にも加盟
しています。祝日を除き、毎日午前9時30分から午後
4時30分まで、市総合福祉センター内のマレットコー
スで練習できます。

【入会案内】いつでも男女を問わず入会できます。初心者
大歓迎！ベテランが指導します。

【会費など】入会金なし、年会費1,200円、保険800円
問い合わせ　菅原☎872-6243

スポーツを通して、
すべての人に夢と感動を

　NPO 法人ミラクルスポーツキングダムで

は、老若男女すべての方に楽しみながら健

康増進をしていただける環境を提供していま

す。

　幼児から小学生を対象としたスクールレッ

スンの開催や各種「フットサル大会」、「ニュー

スポーツ体験会」、「サッカー選手とふれあい

フットサル in カシマスタジアム」などの年間

行事も盛りだくさん！成人向けにはゲームを

中心としたサークルを好評開催中です！若く

健全な男女の出会いが少子化対策にも寄与し

ています。

　参加申し込みなど、詳しくはお気軽に事務

局までご連絡ください。

問い合わせ　NPO 法人ミラクルスポーツキ

ングダム牛久フットサル協会事務局☎

872-5939

≪加盟団体紹介≫

加盟団体紹介 催し物のご案内

●牛久大仏万燈会
　当協会加盟団体の牛久かっぱ太鼓が演奏します。
日時　8月15日（水）午後5時50分～、
　　　午後7時30分～、午後9時5分～（予定）
場所　牛久大仏
入場料　無料
問い合わせ　牛久かっぱ太鼓（中村）☎873-4069

●第30回井坂斗
と し ゆ き

絲幸門人喜幸会発表
日時　8月19日（日）【午前の部】午前10時30分開演、
　　　【午後の部】午後3時30分開演
場所　土浦市民会館
入場料　3,000円
問い合わせ　民謡・津軽三味線喜幸会（諸岡）

☎872-0146
活動の記録

大正琴あざみの会（代表：相馬てる子☎872-1557）
　発足して12年、4種の楽器で調和の取れた合奏に
力を入れています。市の文化祭・牛久沼文化の集い
に毎年参加したり、毎月2回老人ホームへの慰問演
奏を行い大変喜ばれています。生涯の友としての大
正琴に生きがいを持っている仲間です。

☆新規加盟団体紹介

・牛久あやめ会（舞踊Ⅱ）　　・民謡心千会（民謡）
・茶道裏千家清和会（茶道）

「高井滋陽バリトンコンサート」9月15日（土）午後3時30分開演　チケット好評発売中

第
21
回
牛
久
市
民

吹
奏
楽
団
定
期
演

奏
会（
６
月
24
日
）

6
月
28
日
、
中
国
北
京

で
の
中
日
交
流
大
会
に

出
場
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児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成

手
当
の
現
況
届
の
届
出
を

　

現
在
、
母
子
世
帯
ま
た
は
父
子
世
帯

で
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を

受
け
て
い
る
方（
手
当
の
支
給
停
止
者

も
含
む
）
は
、
毎
年
８
月
１
日
～
31
日

に
現
況
届
を
届
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
を
出
さ
な

い
と
８
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
間
こ
の
届
を
出
さ
な
い

と
資
格
を
失
い
ま
す
。
な
お
、
現
況
届

の
用
紙
は
、
６
月
末
現
在
に
お
い
て
受

給
資
格
を
お
持
ち
の
方
全
員
に
、
牛
久

市
か
ら
郵
送
し
ま
す
の
で
、
提
出
期
限

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
児
童
福

祉
課
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
１

７
３
３
～
１
７
３
４

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
へ

　

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方（
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る

方
も
含
む
）
は
、
毎
年
８
月
11
日
～
９

月
10
日
ま
で
の
間
に
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
届
出
を
提
出
し
な
い
と
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
、
さ
ら
に
２
年
間
届
出
を
し
な
い
場

合
は
、
受
給
資
格
が
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
の
方
に
は
所
得
状
況

届
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
児
童
福
祉
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
３
３

牛
久
地
区
安
全
協
会
か
ら

の
表
彰

　

牛
久
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
今

年
も
永
年
無
事
故
運
転
者
の
表
彰
を
行

い
ま
す
。
こ
の
表
彰
は
、
永
年
無
事
故

を
続
け
て
い
る
会
員
の
方
を
対
象
に
表

彰（
牛
久
警
察
署
長
・
牛
久
地
区
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰
）し
ま
す
の
で
、

表
彰
基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

対
象　

①
牛
久
警
察
署
管
内（
牛
久
市
・

阿
見
町
）
居
住
の
交
通
安
全
協
会
会

員
で
あ
る
こ
と
。
②
10
年
以
上
の
運

転
経
験
を
有
す
る
こ
と
。
③
５
年
以

上
無
事
故
無
違
反
で
あ
る
こ
と
。

用
意
す
る
物　

運
転
免
許
証
、
印
鑑

申
込
締
め
切
り
日　

９
月
28
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

（
財
）牛
久

地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局（
牛
久

警
察
署
内
）☎
８
７
２
・
３
６
９
０

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆

さ
ん
へ

　

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ
第

８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受
け
る
方
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
で
受
け
付
け
が
終
了
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

（
す
で
に
請
求
さ
れ
た
方
は
除
き
ま
す
）

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
の
子

３
．
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
方
な
ど
は
除
か
れ
ま

す
）

４
．
上
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
．
上
記
１
～
４
以
外
の
三
親
等
内
の

親
族（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
1
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）

支
給
内
容　

額
面
40
万
円
、
10
年
間
償

還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

※
請
求
書
類
・
手
続
き
な
ど
は
市
社
会

福
祉
課
ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
１
５

立
候
補
予
定
者
説
明
会

９
月
30
日
執
行
牛
久
市
長
選
挙

　

牛
久
市
長
選
挙
の
立
候
補
届
出
な
ど

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
立

候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
20
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室（
２
階
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
選

挙
管
理
委
員
会（
市
総
務
課
内
）☎
８

７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
０
１
３
～

１
０
１
５

介
護
認
定
申
請
、
介
護
相
談
は

市
高
齢
福
祉
課
窓
口
へ

問
い
合
わ
せ　

市
高
齢
福
祉
課
☎
８

７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
７
５
３
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投
票
立
会
人
、
選
挙
事
務

臨
時
職
員
募
集

　

牛
久
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
今

年
９
月
30
日
執
行
予
定
の
牛
久
市
長

選
挙
の
期
日
前
投
票
と
投
票
日
当
日
の

投
票
立
会
人
と
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
な
お
、
ど
ち
ら
の
申
し
込
み
に
も

顔
写
真
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
投
票
立
会
人

　

投
票
立
会
人
は
、
選
挙
の
投
票
が
正

し
く
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
の
立
会

い
を
行
い
ま
す
。

●
臨
時
職
員

仕
事
の
内
容　

投
票
受
付
事
務
・
投
票

用
紙
交
付
事
務

申
込
締
め
切
り
日　

８
月
17
日（
金
）

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
選
挙
管
理
委
員

会
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
１
０

１
３

日　時 場　所 報　酬
期日前

投票

9月24日～29日

午前8時30分～

午後8時

市役所または

牛久駅前

9,600円

（日給）

投票日

当日

9月30日

午前7時～

午後8時

市内各投票所

（ご本人が登録されてい

る投票所に限られます）

10,800 円

（日給）

※牛久市の選挙人名簿に登録されている方に限ります。

申し込み方法　登録申込書に記入の上、市選挙管理委員会に

提出してください。申込書は市選挙管理委員会にあります。

申込締め切り日　8月17日（金）

日　時 場　所 報　酬

期日前

投票

9月24日～29日

　①午前8時30分～午後2時

　②午後2時～午後8時

市役所または

牛久駅前
830円（時給）

投票日

当日

9月30日

　①午前6時30分～午後1時30分

　②午後1時30分～午後8時30分

市内各投票所 830円（時給）

※同じ日付で、①と②の両方の時間帯に勤務することはできません。

申し込み方法　登録申込書に記入の上、市選挙管理委員会に提出してくだ

さい。申込書は、市人材育成課に置いてあるほか、市ホームページから

ダウンロードすることもできます。

中村紘子トーク＆コンサート
～ＣＤでは聴けない　とっておきのお話～

9月1日（土）午後1時30分開演（午後1時開場）

市中央生涯学習センター文化ホール
入場料　4,000円（全席指定）

※入場時にシャトーカミヤ共通商品券2枚（1,000円相当）プレゼント。

※未就学児の入場は、お断りしております。

チケット好評発売中！！
チケット発売窓口

●市中央生涯学習センター（月曜休館）午前9時～

　※電話予約もできます。

●奥野生涯学習センター（月曜休館）午前9時～

●三日月橋生涯学習センター（月曜休館）午前9時～

●浩文堂書店

　（牛久駅西口イズミヤ1F）☎872-0886 午前10時～

●さんぱる長崎屋1F インフォメーション

　（土浦市荒川沖駅東口）☎830-4356 午前10時～

●ウインズ・ユー（水曜定休）☎870-3663 午前10時～

共催　牛久市、オエノングループ・シャトーカミヤ

問い合わせ　市中央生涯学習センター☎871-2301

　　　　　　シャトーカミヤ☎873-3151

写真：尾形正茂
提供：㈱ソニー・ミュージックジャパン・
　　　インターナショナル
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎ 873-2111 内線 1634

行
政
相
談
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
な
ど
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の
要
望
や
苦
情

を
住
民
か
ら
聴
い
て
、
中
立
・
公
平
な

立
場
で
住
民
と
関
係
機
関
と
の
間
に

立
っ
て
話
し
合
い
な
ど
を
行
い
、
問
題

解
決
の
た
め
に
助
力
す
る
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
牛
久
市
の
新
し
い
行
政

相
談
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎
牛
久
市
担
当
行
政
相
談
委
員（
敬
称
略
）

要
な
長
期
的
・
安
定
的
な
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
基
金
条
例
が

制
定
さ
れ
、
個
人
・
団
体
・
企
業
の
皆

さ
ん
か
ら
の
寄
附
を
募
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
皆
さ
ん
に
、
よ
り
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
基
金
の
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
募

金
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
な
覚
え

や
す
く
呼
び
や
す
い
素
敵
な
愛
称
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
応
募
が
あ
っ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、

厳
正
に
審
査
し
決
定
し
ま
す
。
採
用

さ
れ
た
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

※
採
用
作
品
と
採
用
者
名
は
、
広
報
う

し
く
お
よ
び
市
生
涯
学
習
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。
な
お
、
著

作
権
な
ど
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権

利
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
基
金
の
愛
称
と
そ
の
理

由
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業（
学
校
名
）を
記
入
の
上
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

※
複
数
応
募
も
可
能
で
す
が
、
１
枚
に

つ
き
１
点
の
応
募
と
し
ま
す
。
作
品

は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

申
込
締
め
切
り
日　

８
月
31
日（
金
）

※
締
め
切
り
当
日
の
消
印
有
効
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
必
着
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
生
涯

学
習
課（
〒
３
０
０
‐
１
２
９
２ 

牛

久
市
中
央
３
‐
15
‐
１
）
☎
８
７

３
・
２
１
１
１
内
線
３
０
３
１
Ｆ
Ａ

Ｘ
８
７
２
・
２
５
５
０
Ｅ
メ
ー
ル

syoug
a
i@

city.usiku.iba
ra

ki.jp

う
し
く
現
代
美
術
展
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

　

第
13
回
う
し
く
現
代
美
術
展
を
11
月

18
日（
日
）～
12
月
１
日（
土
）に
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
作
品
群
を
紹
介

し
、
市
民
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
始
ま
り
、
今
年
で
第
13
回
を

迎
え
ま
す
。
今
年
は
、「
文
化
あ
る
街
、

美
術
家
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
13
回
目
に
ふ
さ
わ
し

い
美
術
展
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
う
し
く
現
代
美
術

展
を
支
え
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

興
味
の
あ
る
方
、
美
術
展
や
文
化
芸
術

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
第
13
回
う
し

く
現
代
美
術
展
に
携
わ
り
、
な
か
な
か

味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
、
女
化
青
年
研
修
所

仕
事
の
内
容　

①
美
術
展
の
宣
伝
広

報
②
美
術
展
会
場
の
受
け
付
け
な

ど（
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
全
体
会
議
で
説
明
し
ま
す
）

※
無
償
を
原
則
と
し
ま
す
。

対
象　

芸
術
文
化
活
動
に
興
味
が
あ
り
、

18
歳
以
上
の
方（
市
外
に
在
住
の
方
も
可
）

定
員　

20
人

申
し
込
み
方
法　

市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
生
涯
学
習
課
に
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
が

生
涯
学
習
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
申
込
用
紙
は
生
涯
学
習
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
生
涯
学
習

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
）

申
込
締
め
切
り
日　

８
月
25
日（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

う
し
く
現

代
美
術
展
事
務
局（
市
生
涯
学
習
課
）

☎
８
７
１
・
２
３
０
１

工藤　昇三
上柏田2-29-7

☎872-5929

　

な
お
、
行
政
相
談
委
員
は
、
自
宅
や

定
例
相
談
所
な
ど
で
常
時
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
総
務
課
☎
８
７
３
・

２
１
１
１
内
線
１
０
１
３

牛
久
市
文
化
芸
術
振
興
基

金
の
愛
称
を
募
集

　

市
で
は
、
文
化
芸
術
都
市
を
目
指
す

中
で
、
文
化
芸
術
の
振
興
の
た
め
に
必
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みんなで放置自転車をなくそう！
　市では今年度から、牛久駅とひたち野うしく駅周辺に放置されている自転車の撤去について精力

的に取り組んでおり、下の写真のように駅周辺がきれいになりつつあります。

　牛久駅とひたち野うしく駅を中心とする半径300m 以内は「放置自転車整理区域」として条例で指

定され、自転車を放置してはいけません。

放置自転車があることによる悪影響
　①景観が損なわれる。

　②体の不自由な人の通行の障害となる。

　③救急や災害などの緊急活動時の障害となる。

　④人命にかかわる事故につながる危険性がある。

　「放置自転車整理区域」内の道路や歩道などの公共施設に自転車が放置されていた場合、時間の長

短にかかわらず、市で撤去します。返却するときの手数料は1台1,500円です。

問い合わせ　市都市計画課☎873-2111内線2522

都
市
計
画
地
区
計
画
に
関

す
る
公
聴
会

　

竜
ケ
崎
・
牛
久
都
市
計
画
地
区
計
画

の
決
定
案
を
作
成
す
る
た
め
に
、
都
市

計
画
法
の
規
定
に
基
づ
き
都
市
計
画
公

聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

牛
久
市
都
市
計
画
公
聴
会
で
は
、
こ

の
案
件
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公

述
申
出
書
提
出
期
間
中
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、公
述
人
の
申
出
が
な
い
場
合
、

公
聴
会
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
牛
久
市
都
市
計
画
公
聴
会

日
時　

８
月
26
日（
日
）午
前
10
時
～

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室（
2

階
）

●
関
係
図
書
の
縦
覧

期
間　

８
月
２
日（
木
）～
21
日（
火
）※

閉
庁
日
を
除
く
。

場
所　

市
都
市
計
画
課（
市
役
所
分
庁

舎
２
階
）

●
公
述
申
出
書
の
提
出

提
出
期
間　

８
月
３
日（
金
）
～
16
日

（
木
）ま
で
に
必
着

※
公
述
申
出
の
様
式
は
、
市
都
市
計
画

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

提
出
先･

問
い
合
わ
せ　

市
都
市
計
画

課
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
２
５

２
１

牛
久
駅
東
口（
撤
去
実
施
前
）

牛
久
駅
東
口（
撤
去
実
施
後
）

牛
久
駅
西
口（
撤
去
実
施
前
）

牛
久
駅
西
口（
撤
去
実
施
後
）
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牛
久
運
動
公
園
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
ヨ
ガ

　

昨
年
、
ご
好
評
い
た
だ
い
た
ヨ
ガ
を

期
間
限
定
で
開
催
し
ま
す
。
初
め
て
の

方
、
心
身
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
い
方
な

ど
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
参

加
い
た
だ
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

当
日
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
７
日
・
21
日
・
28
日
、
９

月
４
日
・
11
日
、
10
月
２
日
・
16
日
・

23
日
、
11
月
13
日
・
20
日
・
27
日
、

12
月
４
日
・
11
日
・
18
日
の
各
火
曜

日
午
前
10
時
～
11
時
お
よ
び
９
月
21

日
、
10
月
５
日
、
11
月
２
日
の
各
金

曜
日
午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

※
火
曜
日
の
ク
ラ
ス
は
、
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
金
曜
日
の

ク
ラ
ス
は
、
お
子
様
連
れ
の
方
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判
の

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

※
ヨ
ガ
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
併
せ
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
お
よ
び
ジ
ャ
グ

ジ
ー
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
！

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
お
よ
び
各
プ
ロ
グ

ラ
ム
参
加
の
際
は
、
利
用
券
を
ご
購

入
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

市
内
３
１
０
円
、
市
外
４
７

０
円（
利
用
券
を
ご
購
入
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
協
会（
牛
久
運
動
公
園
体
育
館

内
）
斉
藤
・
平
山
☎
８
７
３
・
２
４

８
６
内
線
16
※
月
曜
休
館（
月
曜
日

が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
火
曜
日
が
休

館
と
な
り
ま
す
）

牛
久
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
を

走
る
練
習
会

　

来
年
１
月
に
開
催
予
定
の「
牛
久
シ

テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

走
る
こ
と
に
自
信
の
あ
る
方
も
走
っ

た
こ
と
の
な
い
方
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
走

力･

目
的
に
応
じ
た
練
習
を
し
ま
す
。

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
参
加
の
判
断
は

自
由
で
す
。
個
人
、
ご
家
族
、
ご
友
人

と
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

合
計
８
回
の
練
習
会
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
い
つ
か
ら
で
も
、
何
度
で
も
参
加

可
能
で
す
。

日
時　

９
月
２
日
・
16
日
、
10
月
７
日
・

21
日
、
11
月
４
日
・
18
日
、
12
月
９

日
・
23
日
の
各
日
曜
日
午
前
８
時
～

９
時
30
分

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

※
当
日
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催　

牛
久
走
友
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

金
野
☎
８

７
３
・
８
６
０
４

ク
ロ
ッ
ケ
ー
体
験
教
室

　

「
ク
ロ
ッ
ケ
ー
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

誰
に
で
も
手
軽
に
、
そ
し
て
ち
ょ
っ
と

知
的
で
ス
マ
ー
ト
な
ス
ポ
ー
ツ
。
チ
ー

ム
プ
レ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。
一
度
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
４
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　

牛
久
運
動
公
園
多
目
的
広
場

申
し
込
み
方
法　

８
月
31
日（
金
）ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
在
住
の
方

参
加
費　

無
料

主
催　

牛
久
市
ク
ロ
ッ
ケ
ー
連
盟

※
用
具
は
準
備
し
ま
す
の
で
、
動
き
や

す
い
服
装
・
靴
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
社
会
体

育
課
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
内
線
３

０
４
１
～
３
０
４
２
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７

２
・
２
５
５
０

第
26
回
硬
式
テ
ニ
ス
市
民

教
室

日
時　

９
月
２
日（
日
）・
９
日（
日
）・

16
日（
日
）・
17
日（
月･

祝
）、
予
備

日
23
日（
日
）・
24
日(

月･

祝)

※

開
講
式
は
９
月
２
日（
日
）受
け
付
け

午
前
８
時
～
、
開
講
式
午
前
８
時
30

分
～

場
所　

牛
久
運
動
公
園
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
Ｎ
Ｏ
．
１
～
４　

※
指
導
は
三
菱
化
学
テ
ニ
ス
班
専
任

コ
ー
チ
と
体
協
硬
式
テ
ニ
ス
部
員

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方（
硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
、
初
級
者
）

※
市
外
の
方
も
可
。

定
員　

一
般
男
女
30
人（
15
歳
以
上
）、

　

ジ
ュ
ニ
ア
男
女
10
人（
７
～
14
歳
）

参
加
費　

２
５
０
０
円（
開
講
日
に
受

付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

申
込
期
間　

８
月
１
日（
水
）～
17
日（
金
）

主
催　

牛
久
市
体
育
協
会
硬
式
テ
ニ
ス
部

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
体

育
協
会
事
務
局（
牛
久
運
動
公
園
体

育
館
内
）☎
８
７
３
・
２
４
８
６
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自
力
整
体
講
座（
全
５
回
）

　

か
ら
だ
の
ゆ
が
み
を
治
し
、
生
活
習

慣
病
か
ら
脱
出
し
ま
し
ょ
う
！
運
動
が

苦
手
で
も
大
丈
夫
！
肩
こ
り
、
腰
痛
、

膝
痛
、
便
秘
な
ど
、
か
ら
だ
の
歪
み
は

い
ろ
い
ろ
な
痛
み
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
ま
た
下
半
身
太
り
や
む
く
み
の
改

善
に
も
い
い
で
す
よ
。

日
時　

９
月
29
日（
土
）、
10
月
６
日

（
土
）、
10
月
13
日（
土
）、
10
月
20
日

（
土
）、
10
月
26
日（
金
）各
回
と
も
午

前
10
時
～
正
午

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和

室
お
よ
び
大･

中
講
座
室

講
師　

佐
々
木
宣
行
氏（
平
成
15
年
に

自
力
整
体
整
食
法
に
出
会
い
、
平
成

17
年
自
力
整
体
整
食
法
指
導
を
取

得
）

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
中
高
年

の
男
性
の
方

定
員　

25
人

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、「
〒
３
０

０
‐
１
２
１
１
牛
久
市
柏
田
町
１
６

０
６
‐
１ 

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
い
き
い
き
ラ
イ
フ
自
力
整
体
講

座
係
」ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り
日　

９
月
１
日（
土
）当

日
消
印
有
効

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

※
服
装
は
体
を
し
め
つ
け
な
い
動
き
や

す
い
も
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な

お
、
で
き
れ
ば
朝
食
は
と
ら
ず
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
水
分
は

Ｏ
Ｋ
で
す
。
バ
ス
タ
オ
ル
あ
る
い
は

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
い
き
い
き
ラ
イ
フ
係
☎
８
７

１
・
２
３
０
１

い
き
い
き
ラ
イ
フ
講
座

熟
年
コ
ー
ラ
ス（
混
声
）教
室
受
講
生
募
集

　

基
本
的
な
発
声
を
学
び
、
懐
か
し
い

昭
和
の
歌
か
ら
唱
歌
な
ど
を
覚
え
ま

す
。
最
後
は
牛
久
市
民
文
化
祭
で
披
露

し
ま
す
。

日
時　

９
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26

日
、
10
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24

日
の
各
水
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30

分（
全
8
回
）

場
所　

三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
中
高
年

定
員　

20
人
※
先
着
順
。

講
師　

見み

か

ど角
幾い

く

よ代
先
生

申
し
込
み
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ

び
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

三
日
月
橋

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
８
７
４
・
１

３
４
０
Ｆ
Ａ
Ⅹ
８
７
４
・
７
３
０
０

２
０
０
７
Ｍミ

ュ

ー

ズ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
コ
ン

サ
ー
ト　

　

来
年
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
い
ば

ら
き
２
０
０
８
牛
久
市
事
業「
音
楽
と

ア
ー
ト
、
多
次
元
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
メ

イ
ン
会
場
の
プ
レ
開
催
の
位
置
付
け

と
し
、
出
演
者
は
異
な
り
ま
す
が
、
来

年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
実
施
し
ま

す
。
箏
、
ソ
プ
ラ
ノ
、
ピ
ア
ノ
独
奏
、

混
声
合
唱
団
、
フ
ル
ー
ト
と
ハ
ー
プ
の

演
奏
と
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

日
時　

９
月
30
日（
日
）午
後
１
時
30
分

開
場
、
午
後
２
時
開
演

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

入
場
券　

前
売
り
券
１
０
０
０
円（
子

ど
も（
中
学
生
ま
で
）
５
０
０
円
）、

当
日
券
１
２
０
０
円（
子
ど
も
６
０

０
円
）※
全
席
自
由
。

取
扱
窓
口　

浩
文
堂
書
店（
エ
ス
カ
ー

ド
牛
久
１
階
）
☎
８
７
２
・
０
８
８

６
、
ウ
ィ
ン
ズ
・
ユ
ー
☎
８
７
０
・

３
６
６
３
、
ヤ
マ
ハ
つ
く
ば
店
☎
８

５
０
・
０
５
１
８

主
催　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
の

会
共
催　

牛
久
市
、
牛
久
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
市
民
コ
ン

サ
ー
ト
の
会（
上
仲
）☎
０
９
０
・
１

５
４
８
・
４
１
７
２
、（
渡
邊
）
Ｆ
Ａ

Ⅹ
８
７
４
・
６
７
５
６

国
際
交
流
サ
ロ
ン
イ
ベ
ン

ト

タ
イ
語
で
話
そ
う

　

タ
イ
に
興
味
の
あ
る
方
、
タ
イ
語
に

興
味
の
あ
る
方
、
タ
イ
の
方
と
気
楽
に

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？
タ
イ
語
で

も
、
日
本
語
で
も
Ｏ
Ｋ
！

日
時　

９
月
11
日（
火
）午
前
10
時
～
正

午
場
所　

国
際
交
流
サ
ロ
ン（
市
役
所
本

庁
舎
２
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
脇
）

※
国
際
交
流
サ
ロ
ン
は
、
外
国
人
と
日

本
人
、
ま
た
は
外
国
人
同
士
の
交
流

の
場
で
す
。
い
つ
で
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
中
国
語
の

新
聞
、
タ
イ
語
の
雑
誌
も
置
い
て
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
国
際
交
流
協
会

（
市
市
民
活
動
課
内
）☎
８
７
３
・
２

１
１
１
内
線
１
６
３
３
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牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎ 873-2111 内線 1634

日時　10月13日（土）午前8時開場～午後3時

　　　※お好きな時間から入場できます。

場所　霞ヶ浦文化体育会館（土浦市大岩田1051）

入場料　○マス席 A 36,000円（4人席）

　　　　○イス席 A 7,000円

　※お土産 A 3,000円、B 5,000円も予約できます。

（内容：相撲グッズ、お弁当など）

主催　大相撲土浦・牛久場所実行委員会

申し込み・問い合わせ　稀勢の里郷土後援会

事 務 局（ 市 市 民 活 動 課 内 ）☎873-2111内 線

1632FAX873-2512※午前8時30分～午後5時15分

（土・日・祝日は除く）

日
本
青
年
会
議
所
関
東
地

区
茨
城
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

第
36
回
会
員
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン　

伝で
ん

～
呼
び
覚
ま
そ
う 

忘

れ
て
は
な
ら
な
い 

日
本
人
の
魂
こ
こ
ろ

～

日
時　

８
月
26
日（
日
）【
分
科
会
】
午

後
４
時
～
６
時（
受
け
付
け
午
後
３

時
30
分
～
）、【
メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

午
後
６
時
30
分
～
８
時
50
分（
受
け

付
け
午
後
５
時
30
分
～
）

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

定
員　

分
科
会
７
０
０
人
、
メ
イ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
７
０
０
人

参
加
費　

無
料

【
分
科
会
】～
子
ど
も
は
社
会
の
宝
で
あ

る
～　

向
井
亜
紀
氏
講
演「
あ
い
た

か
っ
た
子
ど
も
た
ち
」。
少
子
問
題

に
対
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
改
善
の

提
言
。
講
演
を
通
し
て
個
人
の
意
識

改
革
、
さ
ら
に
未
来
の
母
親
世
代
へ

の
心
の
教
育
を
行
う
。

【
メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

第
一
部
…
Ｊ
Ｃ
寺
子
屋（
Ｊ
Ｃ
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
倫
理
、
道
徳
、
人
間
力

に
つ
い
て
）

第
二
部
…
島
田
洋
七
氏
講
演「
が
ば
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
」

※
途
中
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。
座
席
は

こ
ち
ら
で
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
会
場
内
で
の
録
音
、
写
真
撮
影

な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
参
加
希
望
の
方
は
、
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

【
分
科
会
】

野
中
☎
０
９
０
・
１
６
０
７
・
２
７

５
３
、
大
野
☎
０
９
０
・
２
６
６

９
・
３
９
０
０
、【
メ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム
】
杉
浦
☎
０
８
０
・
１
３
５
７
・

７
８
１
２
、
渡
部
☎
０
８
０
・
２

０
０
１
・
１
７
６
６
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ushikujc.com

茨
城
県
利
根
流
域
下
水
道

事
務
所
の
施
設
見
学

日
時　

月
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午

後
４
時

場
所　

利
根
町
布
川
三
番
割　

茨
城
県

利
根
流
域
下
水
道
事
務
所

対
象　

ど
な
た
で
も（
個
人
・
団
体
を

問
い
ま
せ
ん
）
※
小
学
生
以
下
の
場

合
は
必
ず
大
人
の
方
が
引
率
し
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法　

前
日
ま
で
に
庶
務
課

へ
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

茨
城
県
利

根
流
域
下
水
道
事
務
所
☎
０
２
９

７
・
68
・
３
３
０
１
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.ib

a
ra

k
i.jp

/

bukyoku/doboku/01cla
ss/cla

ss35/

秋
巡
業 

大
相
撲
土
浦
・
牛
久
場
所

３
カ
月
で
収
穫
で
き
る
そ

ば
作
り
の
農
業
体
験

　

足
踏
み
脱
穀
機
や
、
風
を
作
り
だ
す

唐と
う
み箕
な
ど
、
昔
使
わ
れ
た
農
作
業
の
道

具
を
使
用
し
、
当
時
の
人
々
の
生
活
の

追
体
験
も
し
ま
す
。

日
程　

①
種
ま
き
８
月
25
日（
土
）②
そ

ば
刈
り
10
月
13
日（
土
）③
実
落
し
10

月
20
日（
土
）※
①
～
③
の
雨
天
時
は

次
週
④
唐
箕
か
け
11
月
10
日（
土
）⑤

そ
ば
打
ち
12
月
１
日（
土
）。
各
回
と

も
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所　

①
～
③
は
牛
久
自
然
観
察
の
森

駐
車
場
奥
の
畑
、
④
⑤
は
牛
久
自
然

観
察
の
森
観
察
舎
前

対
象　

親
子
の
自
然
体
験
の
参
加
大
歓

迎
、
大
人
だ
け
で
も
歓
迎
。

定
員　

20
人

参
加
費　

１
人
１
０
０
円（
そ
ば
打
ち

は
大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど
も
５
０

０
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
う
し
く
里
山
の
会
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
横
山
）☎
８
７
４
・
１
４
３
０

（
午
後
７
時
～
９
時
）

チケット
販売中！

残りわず
か！
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　向原保育園のおともだちは、夕涼み会

で飾るちょうちんを作りました。

　このちょうちんは、和紙を絵の具に浸

して色や模様をつける「織り染め」という

技法を使い、内側は厚紙で固定していま

す。とっても風情があって、夏の夜にぴっ

たりできれいにできましたね。 きりんぐみの年長さん

向原保育園の
お友だち

「
昔
の
う
し
く
」の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る「
昔
の
う
し
く
」の
写
真

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
今
、
そ
の
よ
う
な「
昔
の
う
し
く
」の
写
真
を
収
集

し
て
い
ま
す
。「
懐
か
し
い
」「
残
し
た
い
」写
真
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
牛
久
市
の
文
化
芸
術
」の
中
に
掲

載
を
開
始
し
ま
し
た
。

問い合わせ　市生涯学習課
☎873-2111内線3031

　岡田第一尋常小学校の写真です。岡田第一尋常小学校の前進は、

明治14年柏田小学校として創立され、明治42年に岡田第一尋常小学

校（柏田校）と改称後、昭和13年、岡田尋常小学校に統合されました。

敷地は現在の東洋大学附属牛久高校の場所です。

＜岡田小学校三十周年の背景より＞ （岡見町 三俣氏所有）

平成19年8月1日（958）号
　発行・編集 / 牛久市市民活動課
　　　〒300-1292  茨城県牛久市中央3丁目15番地1
　　　☎029-873-2111 FAX029-873-2512 

100％再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。


